
○白石区有文書  東郷町白石 

 七四七四七四七四 白石村村政優秀につき賞状 
 河村郡白石村 

其村儀、御高百九拾石余、立竈三拾軒ニ而農業専精出 

し、御年貢払等外村より茂一際目立相進、殊ニ締合等 

茂行届、諸事治り冝段、大庄屋申達候ニ付、御称美被 

遣候、                                                                    



七五七五七五七五 白石村分田地あぜ等掘り崩しの儀につき願書 

    乍恐奉願書上之覚 
当村分陰谷御田地掘りくつし候ニ付、早速御郡役 (仲 

様江願出し候所、今少し相待候様被仰、夫より忠 

裁) 済として宮内村吉左衛門、藤津村甚三良、漆原村 

善兵衛右御三人被御出、被成御談被下候得共、何 

之趣意も無御座候而御帰り被成候ニ付、乍恐奉願 

委細左ニ申上候、 
一、去ル六月十七日、当村善蔵と申もの右陰谷へ罷越 

 見請候所、御田地あぜ等堀くつしニ御座候所、其場 (ママ)  

所へ方地村与右衛門居申候ニ付、此等之藉仕候者 

其方共仕業と申候得者、是ハ水押ニ而可有之と申候 

へ共、此節□水時分水押抔とハ本意不被成ル儀、定 

而其方共徒党ニ相違無之哉と申候得者、右与右衛門 

申候ハ、此間昼夜水番仕候と申候、左候得者弥々徒 

党ニ無相違と詰刎仕候処、其余一言も不申、其儘ニ 

致置居帰り候、 右之趣善蔵より村役人江申聞候ニ 

付、早速村役人陰谷へ罷り越見改メ候所、御田地堀 

りくつし痛ミ所数廿七ヶ所、其内大石共はね落し、 

立毛之痛ミ御座候而、乍驚罷り帰り、直ニ弥四郎、 

和吉を以、方地村庄屋江欠渡り仕候所、庄屋仁左衛 

門申候ハ、其儀一向存不申と申候、何分村内吟味之 

上返答ニおよひ候と申候、其儘立帰り、翌日方地村 

庄屋より申候者、村内之ものニ而ハ無之候と返答仕 



候、無拠奉願候并ニ七ケ年以前も当村分寺所と申所 

之駄道江横堀り共数々仕、牛馬之通いも難相成ニ付、 

大庄屋椿徳右衛門殿江相願候所、慥成ル所拠無御座 

故、心外ニハ御座候へ共、其儘ニ捨置、此度之儀ハ 

御開作之障りニ而無拠奉願候、乍恐御上様江奉掛御 

苦労候段、奉恐入候得共、何卒御慈悲を以御見分之 

上、急々ニ御吟味被仰付候様、村中一統偏ニ奉願上 

候、此段冝敷被仰上可被下候、以上、 

       河村郡白石村 村中 

(一八二三)  文政六年       年行司 庄右衛門 

  未ノ八月日     年 寄 又左衛門 

            庄 屋 源  蔵 

  尾崎三右衛門殿 
  市川伊兵衛殿 

             


